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Abstract
 Charcoal has a long history as a fuel in many parts of the world. Japan has 
an especially long tradition of using charcoal as a fuel, and it has proved an 
indispensable part of daily since ancient times. Japan may be thought of as a 
“Charcoal Country”．
 In the modern era, especially after the Meiji period, charcoal production in 
Japan was improved by the advance of charcoal production technology. However 
due to a shortage of supplies and labor, Japan had for a time also imported 
charcoal from Hangzhou in China. Unfortunately little research has been done so 
far on the type of charcoal produced in Hangzhou, or on the export trade to 
Japan.
 This paper looks at charcoal usage in Hangzhou, the type as well as the 
origin of the Hangzhou charcoal, and the distribution of Hangzhou charcoal in the 
suburbs. The export of Hangzhou charcoal to Japan is also touched upon. The 
main primary sources looked at are publications of the Japanese government, 
such as the oﬃ  cial government gazette, as well as the Hangchow Trade Returns 
of the Chinese Maritime Customs Historical Material, focusing on the reports 
found in Shun Pao.
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はじめに
　1895年 4 月に清政府が日本政府との「下関条約」1）（中国名は「馬関条約」）を調印し、湖北の
沙市、四川の重慶、江蘇の蘇州、浙江の杭州2）を含む 4つの口岸が開港されると、浙江の杭州
における各貿易品の輸出入量が大幅に伸張した。その後、1896年（光緒22年）に杭州海関3）が
設置され、杭州から輸出される貿易品が急増した。これらの貿易品の中心に浙江省産の木炭が
含まれていた。
　木炭は世界各地で燃料として普遍的に使用されてきた歴史があるが、特に日本はその起源が
古く、人々の生活とは密接な関係がある4）。木炭は古来より日常生活には不可欠であり、とくに
木炭国ともいえる日本にとり非常に大切な燃料であった。近代以降とくに明治以後の木炭生産
技術の改良により、日本の木炭生産は向上していたものの、物資と労力の不足の要因により日
本は中国の木炭を一時期輸入している5）。日本外務省通商局が編纂した1922年（大正11年）の『通
商公報』第988号の「支那に於ける木炭状況」には次のように見える。
〔杭州炭〕浙江省北部地方、即ち錢唐
ママ
江流域、即ち嚴州、衢州、余杭、昌化地方に産するも
のは同江を下りて杭州に集る。之を杭州炭と云ふ。上海に輸出せらるゝもの年約三十萬擔
にして、其一部は日本に輸出せらるゝものなり。6）
　1922年（大正11年）に浙江省の北部地方、具体的に言えば厳州、衢州、余杭、昌化などの銭
塘江流域で生産された木炭は「杭州木炭」と呼ばれ、銭塘江を下って杭州に集荷された。また
上海に移出された杭州木炭は、年間30万担7）にのぼり、そのうちの一部が日本に輸出された。杭
州木炭は当時の日本に輸出された中国木炭の代表的な一つであった。一方、近代杭州木炭の輸
出数量に関する記録としては、杭州海関の1897年から1929年にかけての“Hangchow Trade 
 1） 王鉄崖編『中外舊約章彙編』生活・讀書・新知三聯書店、1982年10月、614-616頁。
 2） “Hangchow Trade Report”に、「下関条約」による杭州の開港に関して、「Hangchow, which was opened 
to Foreign trade by the Treaty between China and Japan signed at Shimonoseki on the 17th April 
1895, is the capital of the Chehkiang province, and is situated on the left bank of the Ch’ien-tang River
（銭塘江）, about 150 miles south-west from Shanghai.」と記されている。（“Hangchow Trade Report”『中
國舊海關史料』、第24冊、京華出版社、2001年10月、376頁）
 3） 「光緒二十二年杭州口華洋貿易情形論畧」『中國舊海關史料』、第24冊、京華出版社、2001年10月、187頁。
 4） 『日本木炭史』、全国燃料会館、1960年 3 月、15頁。
 5） 『日本木炭史』、全国燃料会館、1960年 3 月、353、746頁。
 6） 「支那に於ける木炭状況」『通商公報』、第988号、外務省通商局編纂、1922年10月 9 日発行、 2頁。
 7） 「担」は中国の伝統的な質量の単位であり、 1担は約60kgに相当する。
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Returns”8）に杭州木炭の移出量が知られる。
　これまで中国の木炭に関する先行研究として、容志毅の「中国古代木炭史説略」がある。同
研究は中国の木炭生産の技術及び木炭種類の発展と変遷について紹介している9）。また日本全国
燃料会館が編集した『日本木炭史』は、大正時代における中国木炭の日本輸出について言及し
ている10）。しかし近代杭州木炭の種類と生産地情報、さらに対外輸出などの問題について検討し
た先行研究はほとんどない。
　そこで本稿は、日本政府の『官報』、外務省通商局の編纂『通商彙纂』と『通商公報』などの
日本政府の刊行物を中心とし、さらに中国旧海関資料の“Hangchow Trade Returns”や、上
海の『申報』に見る報道などに依拠し、近代杭州城内における木炭の使用、杭州木炭の種類及
び生産地と杭州近郊の流通状況などの国内事情、さらに対日輸出の状況について考察するもの
である。
一、近代杭州木炭の移出量
　1895年 4 月、清政府と日本明治政府との間に「下関条約」が調印されたことにより、杭州を
含む 4つの口岸が対外開放された。その後、杭州海関が設立され、杭州の対外貿易の総額が大
いに伸張し、木炭は杭州銭塘江地域の一つの代表的な物産として移出された。そのデータが杭
州海関が編纂した“Hangchow Trade Returns”などの資料に記録されている。1895-1933年の
“Hangchow Trade Returns”によれば、中国木炭の対日輸出量は1933年まで記録され、1895-
1933年における杭州木炭の移出量を次のように示している。
　表 1と図 1から、杭州木炭の移出量は1897年の3,544担から次第に上昇し、1899年に40,329担
に達した。1900年においては1,748担と少量であったが、その後再び増加し、1903年に初めて 6
桁100,000担台になり、140,364担に達した。そして、1911年の133,403担まで、杭州木炭の移出
量は100,000担台を維持したが、1912年に60,714担に減少し、1916年に10,000担台に激減した。
1917年になると、杭州木炭の移出量は急速に減少し、僅か10担となった。それ以降に、1922年、
1923年、1926年、1929年などの年を除く杭州木炭の移出量に関するデータは“Hangchow Trade 
Returns”などの記録には見られない。その移出量は1905年には172,878担の最高位となり、1923
年には僅か 9担で最低位であった。全体から見れば、1897-1917年における杭州木炭の移出量は
安定していたことがわかる。そこで、杭州木炭の移出量が比較的に平穏であった1897-1917年を
 8） 『中國舊海關史料』、京華出版社、2001年10月。
 9） 容志毅「中国古代木炭史説略」『広西民族大学学報』第24巻第 4期、広西民族大学科学技術与社会発展研
究中心、2007年 7 月、118-121頁。
10） 『日本木炭史』、全国燃料会館、1960年 3 月、1007頁。
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表 1　1895-1933年杭州木炭移出量11）
年 杭州木炭移出量（担） 年
杭州木炭
移出量（担） 年
杭州木炭
移出量（担） 年
杭州木炭
移出量（担）
1895 － 1905 172,878 1915 58,168 1925 －
1896 － 1906 163,294 1916 53,854 1926 26
1897 3,544 1907 154,789 1917 10 1927 －
1898 26,241 1908 167,023 1918 － 1928 －
1899 40,329 1909 102,700 1919 － 1929 160
1900 1,748 1910 152,673 1920 － 1930 －
1901 20,531 1911 133,403 1921 － 1931 －
1902 59,921 1912 60,714 1922 138 1932 －
1903 140,364 1913 90,228 1923 9 1933 －
1904 156,167 1914 79,195 1924 － －
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図 1　1895-1933年杭州木炭の移出趨勢12）
抽出し、同時期における中国各港木炭総移出量13）と比べれば、その結果は表 2と図 2のように
なる。
　表 2と図 2から明らかなように、1897年から杭州木炭移出量の中国各港木炭総移出量におけ
11） “Hangchow Trade Returns”『中國舊海關史料』、京華出版社、2001年10月。
12） 同上。
13） 1897-1917年における中国各港木炭総移出量に関しては中国旧海関資料には記録されていないため、この
発表で使用される中国各港木炭総移出量は筆者が『中國舊海關史料』に基づいて中国各港の木炭輸出量を
調査し、総計したものである。（『中國舊海關史料』、京華出版社、2001年10月）
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る占有率が次第に上昇し、1899年には23.26%に達している。1900年の1.68%を除いて1903年に
なるとその占有率は57.34%となり、さらに1906年に至っては最高位の87.58%になった。
　1903-1911年において杭州木炭移出量は平均的に中国各港木炭総移出量の約78%を占めてい
た。したがって、“Hangchow Trade Returns”などの中国旧海関資料によって、杭州木炭の移
出量が安定していた1897-1917年、とりわけ1903-1911年における杭州木炭の移出量は当時中国
各港の木炭移出量において多数を占め、近代中国木炭流通の重要な一環であったことが明らか
表 2　1895-1917年中国各港木炭総移出量と杭州木炭移出量
年 中国各港木炭総移出量（担）
杭州木炭
移出量（担） 占有率 年
中国各港木炭
総移出量（担）
杭州木炭
移出量（担） 占有率
1895 － － － 1907 186,452 154,789 83.02%
1896 － － － 1908 197,209 167,023 84.69%
1897 110,025 3,544 3.22% 1909 141,545 102,700 72.56%
1898 134,120 26,241 19.57% 1910 188,311 152,673 81.07%
1899 173,378 40,329 23.26% 1911 160,986 133,403 82.87%
1900 103,755 1,748 1.68% 1912 219,825 60,714 27.62%
1901 157,402 20,531 13.04% 1913 274,429 90,228 32.88%
1902 179,584 59,921 33.37% 1914 272,048 79,195 29.11%
1903 244,788 140,364 57.34% 1915 256,367 58,168 22.69%
1904 250,330 156,167 62.38% 1916 256,488 53,854 21.00%
1905 199,756 172,878 86.54% 1917 230,777 10 0.00%
1906 186,457 163,294 87.58%
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図 2　1895-1917年中国各港木炭総移出量と杭州木炭移出量
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である。これらの木炭のほとんどが上海に移出され、またそのうちの一部が日本に輸出されて
いた。
二、日本資料にみる杭州木炭
　日本では明治以降の木炭生産技術の改良により木炭生産量が大いに伸張した14）。明治時代に日
本が生産した木炭は自国市場内に供給するのみならず、その一部は海外とくに中国にも輸出さ
れていた15）。日本政府は自国の木炭生産状況を重視すると同時に、中国の木炭生産と消費情況に
も注目していた。早くも1899年（明治32年）の時に、すなわち杭州が対外開放された 5年目に、
日本政府の『官報』に、中国杭州地域の薪炭の流通情況について次のように記録している。
薪炭は上海ヨリ輸入スルモノハ稀ニ、本邦長崎地方ヨリ來ルモノアレトモ、其最モ重ナル
モノハ嚴州、昌化、分水、桐江、富陽地方ヨリ下向スルモノ多ク。其聚散點ハ材木ト同様
江干ヲ以テ一大市場ト爲シ、同地ヨリ再ヒ城内ニ入ルヲ以テ順序ト爲ス。目下薪炭ノ價格
ヲ列舉スレハ大略左ノ如シ。
種類 價格（毎擔） 種類 價格（毎擔） 種類 價格（毎擔）
條炭 1.20／30圓 塊炭 1.00圓 碎炭 0.80圓
江干ニ於テ重ナル薪炭商ハ章同仁、鐘同昌、林福興、葉乾大、楊順利、楊聚興等ニシテ、
閘口ニハ福昌、義大、裕記等トス。而シテ城内ニハ葉元大、錢春生等最モ大家ニシテ、其
他小資本及小營業ヲ爲ス者三百餘家ニ及ヘリ。價格ハ城内ト城外トヲ比セハ城内ハ頗ル高
價ニシテ、品質ニ依リ八九分ヨリ一割乃至二割に及フ。槪シテ薪炭ハ錢塘江上流地方ニ產
スルヲ以テ、江干閘口等ハ商估ハ槪ネ原產地ニ資本ヲ投シテ、臨時運出シテ、市場ニ販賣
ス。故ニ、其規模自ラ宏大ニシテ、城内ノ商人ハ專ラ消費者ト直接ノ關係ヲ有スルヲ以テ、
自ラ小賣ノ性質を帯ヒ、供給ヲ江干閘口ノ大商人ニ仰キ、小資本ヲ運轉シテ、之ニ從事ス
ルカ如シ。故ニ城内ノ小商人ハ各所ニ散在シテ、專ラ小賣ヲ爲シ、隨テ閘口江干ニ比シテ
價格ニ差遠ヲ生スルハ又自然ノ勢ナルへシ。16）
　杭州城内で使用される木炭は、上海から搬入するものは少量であったが、日本の長崎から輸
入されたものもあった。杭州城内の木炭は主に厳州、昌化、分水、桐江、富陽などの浙江省の
14） 『日本木炭史』、全国燃料会館、1960年 3 月、353頁。
15） 東亜同文会編『支那経済全書』、第十輯、東亜同文會編纂局、1908年10月、315頁。
16） 『官報』、第4835号、日本大蔵省印刷局、1899年 8 月12日、173頁。種類と価格については見やすくするた
めに枠を付した。価格をアラビア数字にした。
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大河銭塘江流域から搬入されていた。木炭は木材と共に銭塘江を下って杭州城南部に位置する
銭塘江江岸の江干という所に集荷された。その後また江干から杭州城内に運ばれるのである。
このように杭州城内で使用される木炭は大部分が銭塘江流域から搬入したものであった。さら
に、日本外務省通商局が編纂した1904年（明治37年）の『通商彙纂』の「上海地方木炭需要状
況」に、上海が外地から移入した木炭に関して次のような記録がある。
現時當地ニ輸入セラルゝ木炭ノ供給地ハ本邦（重ニ九州產）、杭州及漢口ニシテ、其内九州
木炭ハ前表外國產木炭輸入高ノ殆ンド全部ヲ占メ、又淸國產炭中杭州產ノモノハ其產地ニ
近キカ爲メ、漢口產に比シ輸送上便利多ク、隨テ甚運賃並ニ價格後者ニ比シ廉ナレハ漢口
產品ノ勢力ヲ壓倒シ居レリ。17）
　上海が外国から移入した木炭に日本の九州地方から輸入したものが含まれ、上海が外国から
輸入した木炭の多数を占めていた。その他、上海が中国国内から搬入した木炭は主に杭州産と
漢口産のものである。杭州は漢口より地理的に上海に近いため、木炭の運送が便利である。そ
のため、杭州木炭はもし運賃の低廉と廉価によって漢口産と競争すれば優位に立つことができ
ると見られている。この理由は恐らく杭州地域における木炭の使い方と木炭の生産地によると
考えられる。この点に関しては同年の12月の『通商彙纂』の「杭州地方木炭需要状況」によれ
ば、
〔木炭需要ノ情況、需要額槪算䮒ニ其供給地〕當地ニテハ木炭ハ菓子製造、染坊ノ乾燥室等
ニ使用セラルゝヲ主トシ、其他民家ノ厨房ニ使用スル零粹ノ量ヲ合算スレバ頗ル巨額ニ達
スベシ。固ヨリ正確ノ數價ハ知リ難キモ一二淸人ニ質スニ一ヶ年凡八九十萬弗ニ達スベシ
ト。產地ハ浙江省内殊ニ錢塘江流域ニ普在シ、惟リ當地方ニ供給スルノミナラズ、上海及
蘇州方面ニ輸送スル數量亦尠カラズ、乃チ產地ヨリ杭州ヘノ輸入年額ハ約百四十萬弗ニシ
テ、内前述ノ數額ヲ控除セルモノ、即チ約五六十萬弗ハ兩地方ニ向ケ輸出セラルゝモノナ
リト聞ケリ、錢塘沿岸ノ主產地ヲ摘記スレバ左ノ如シ。
衢州 嚴州 於潜 昌化
外ニ餘杭（餘杭塘河ニ在リ）ヨリモ多量ノ產出アリト雖モ、其質前揭各地ノモノヨリ劣レ
リト云フ。材料ハ主トシテ栗樹ヲ用、并他木ハ殆ンド使用セズト、當地ニテ木炭ヲ普通「栗
炭」ト稱スル所以ナリ。18）
17） 「上海地方木炭需要状況」『通商彙纂』、第69号、日本外務省通商局編纂、1904年10月21日発行、1 - 2 頁。
18） 「杭州地方木炭需要状況」『通商彙纂』、第10号、日本外務省通商局編纂、1904年12月 8 日発行、5頁。主
要産地の地名については見やすくするために枠を付した。
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とあるように、杭州城内では木炭が多く使用される場所は、菓子の製造所や染物屋の乾燥室で
あった。さらに普通の民家の厨房の燃料として使われる木炭の数量をも加算すれば杭州城内で
使用される木炭の数は非常に巨大であった。また浙江省、とくに銭塘江流域において木炭の生
産地は多数存在していた。これら生産地の木炭は杭州に供給するのみならず、上海や蘇州方面
にも多く搬出している。その他の杭州近くの銭塘江流域、とくに衢州、厳州、於潜、昌化など
の地域に木炭の生産地が点在していたことがわかる。
　銭塘江の上流地域で産出した木炭の数量は巨大である。1908年（明治41年）の東亜同文会が
編纂した『支那経済全書』には杭州木炭についても調査している。
支那ニ於テハ南淸地方ハ主トシテ溫州產、杭州產ヲ用ヒ、北淸地方ハ北京及山東方面ノ供
給ヲ仰ギ、長江一帯ニ至テハ主ニ四川產、安徽產ヲ用フ。19）
　中国においては地域により使用される木炭の生産地が異なる。長江流域一帯は主に四川産、
安徽産木炭を使い、北方では北京及び山東産の木炭に依頼し、南方ではほぼ温州産、杭州産木
炭を使用していた20）。杭州木炭は当時の中国各地で生産した木炭の重要な一つであった。水上運
送によって杭州に搬送された木炭は、その一部が杭州で消費された他に、杭州を経過し上海へ
移出されたものがあった。1913年（大正 2年）『通商公報』第43号の「上海に於ける木炭商況」
は上海に移出された杭州木炭について次のように記している。
〔上海に集散する木炭の各產地及生產槪要並に木炭取引状況〕支那内地より輸入するものに
は四川、福建、安徽の三省產を最も多しとし…又安徽省產のものは水運により杭州に下し
同地より更に上海に輸入せらるゝを以て、是亦た普通杭州木炭と稱せらる。最近に於ては
運輸の關係上產地に近き杭州炭（實は安徽省產）の輸入多額にして…尚寧波九江等よりも
多少の輸入なきにあらず、左に當業者の調査に係る木炭の最近輸入數量を示す可し。
種類 大正元年上半期（擔） 同下半期（擔） 大正 2年上半期（擔）
杭州木炭 18,254 16,512 5,202
漢口木炭 7,944 6,535 1,108
溫州木炭 5,400 9,500 6,866
寧波木炭 924 1,718 576
九江木炭 240 224 520
19） 東亜同文会編『支那経済全書』、第十輯、東亜同文會編纂局、1908年10月、320頁。
20） 近代温州木炭の日本輸出に関して、筆者は「近代出口至日本的温州木炭」（第三届環東海與辺疆论坛、於
浙江師範大学・金華、2015年12月20日）に検討した。年次、種類と輸入数量については見やすくするため
に枠を付した。年次と輸入数量をアラビア数字にした。
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前表は之を税關統計（之れは產地別を示さず）に比して著るしく少額なるも之れにより各
炭の需要割合を察知するを得べく。卽ち上海輸入の木炭は杭州木炭（安徽產）第一位を占
め、漢口木炭（四川產）、溫州木炭（福建產）之れに次ぎ、寧波、九江炭は極めて少なきを
知るべし。21）
　1913年頃に上海に集荷された木炭は、ほぼ四川、福建、安徽産のものであった。そのうち安
徽省で生産した木炭は主に水上運送によって杭州を経過し上海に搬出された。また、これら安
徽産木炭の生産地は杭州地域に近いため、一般的にも「杭州木炭」と呼ばれている。上海に搬
出された杭州木炭の数量は、1912年（大正元年）の上半期は18,254担であり、下半期は16,8512
担で、数量上は同時期の漢口木炭と温州木炭を遥かに凌駕している。その数は1913年（大正 2
年）の上半期になっても同時期における数量が最大であった温州木炭と比べても差が少なく
5,202担であった。
　杭州木炭の流通状況と種類に関し1922年（大正11年）4月 4日の『通商公報』第928号の「杭
州に於ける木炭」には次のように記録している。
當管内に於ける主なる木炭の產地は舊嚴州府下及舊杭州府下にして、右產地より杭州に運
ばるゝもの年九十萬擔を超え、其内三十萬擔は上海に移出せらる。當地の木炭に種類八あ
り、内品質優良なるものは栗炭、西江炭、裏袁炭、中簍炭の四種なりとす。卸價格は百斤
一弗五十仙乃至二弗なり。22）
　杭州木炭の生産地は、主に清代の厳州府と杭州府治下の地域である。これら生産地の年間木
炭生産量は90万担に達し、そのうちの30万担は上海に移出された。杭州木炭は主に 8種類があ
り、そのうち栗炭、西江炭、裏袁炭、中簍炭などの 4種類の品質が優良であった。さらに、1922
年（大正11年）4月24日の『通商公報』第934号の「杭州に於ける木炭」には杭州木炭の流通状
況と種類に関して詳しく記している。
21） 「上海に於ける木炭商況」『通商公報』、第43号、日本外務省通商局編纂、1913年 8 月28日発行、728-729
頁。
22） 「杭州に於ける木炭」『通商公報』、第928号、日本外務省通商局編纂、1922年 4 月 4 日発行、 3頁。
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浙江省钱塘江流域地図（1933年）
（「浙江省」『浙江古旧地図集下卷』中国地図出版社、2011年 1 月、592頁）
〔產地及取引額〕杭州に於て取引せらるゝ木炭は舊嚴州府下及舊衢州府下の各縣に產して、
錢塘江を下り來るものを主とし、舊杭州府下昌化縣及餘杭縣に產して錢塘江の支流又は運
河を下り來るものを從となす。而して其產額の確數は知るに由なしと雖、斯業者の談に依
れば、右年產總額は百二、三十萬擔を算すべく。内八割卽ち九十萬擔乃至百萬擔は杭州に
運ばれ、其内三十萬擔は上海に輸出せらると云ふ。而して當地に於ける木炭問屋は城外錢
塘江岸方面に集まり、城内及拱宸橋には小賣店を見るのみなり。〔種類及原材〕杭州に於け
る木炭の種類は八種あり、其名稱及之が製造原料たる材木に就きて見れば左の如し。
産地 品名 原料
嚴州産 西江炭（又は條炭） 主に楢、栗木を原料となす。
衢州産
裏袁炭（烏桿炭又は名重炭）
栗木、櫟及雜木を原料とす。平簍炭
花簍炭
餘杭産
方港炭
雜木を原料とす。
烏　炭
中簍炭 櫟及雜木を原料とす。
昌化産 栗　炭 栗木を原料とす。
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右の内栗炭、西江炭、裏袁炭、中簍炭の四種は槪して品質優良にして耐久、火力共に好く。
烏炭は最も劣れり。〔賣買及價格〕…而して小賣業者は槪して問屋より仕入れたるものを隨
意に撰り分け配合し、堅木のものを栗炭と稱し、雜木のものを白炭と呼び、大抵此二種に
別ちて鬻ぐを常とす。23）
　上述の1899年『官報』にも見られるよう、1922年の『通商公報』「杭州に於ける木炭」の産地
と交易価格から杭州木炭の生産地も、依然として主に銭塘江の上流地域、すなわち清代の厳州
府及び衢州府治下に相当する地域である。また杭州府治下の昌化県及び余杭県で生産した木炭
は銭塘江の支流または運河を通じて杭州に搬出された。これら生産地の年間木炭生産量は約120
万または130万担に達し、そのうち約90万または100万担は杭州に搬出され、残りの約30万担は
上海に移出された。また、杭州当地の木炭市場は主に城外の銭塘江沿岸に集荷されたことは、
1899年の『官報』の木炭は主に杭州の江干に集荷されたとあることとほぼ一致している。その
外に、杭州における木炭取引をする店は主に杭州城内及び拱宸橋一帯に集荷するとある。種類
と原材は、杭州木炭は主に西江炭、裏袁炭、平簍炭、花簍炭、方港炭、烏炭、中簍炭、栗炭な
どの 8種類に分けられ、そのうち栗炭、西江炭、裏袁炭、中簍炭などの 4種類は品質が優良で、
しかも火力が強く且つ燃焼時間が長かった。 8種類のうちの烏炭は最も質が悪かった。売買と
価格については、木炭の小売商人は一般的に問屋より入荷したものを随意に選別し、混ぜ合わ
せて、堅固な木材で製造したものと雑木で製造したものをそれぞれ「栗炭」と「白炭」と呼び、
この 2種類で販売していたとされる。
三、杭州木炭の生産地状况
　1918年（大正 7年）頃に中国産木炭が日本に輸出され、その多数を占めたのは中国浙江省産
の木炭であり、その中に温州産、杭州産の木炭が大部分を占めていた。
甌江流域ニ產スルモノハ甌江ヲ下リテ、溫州ニ集リ、溫州炭ト稱シ、又錢塘江流域ニ產ス
ルモノハ杭州炭ト稱シ、杭州ニ集散ス。24）
　甌江流域で産出された木炭は甌江を下りて温州に集荷され、温州炭と称されたのに対して、
銭塘江流域で生産された木炭は杭州炭と称され、杭州に集荷されていた。また、1923年（大正
12年）に農商務省山林局の「支那及香港ニ於ケル林産物市場調査書」によれば、
23） 「杭州に於ける木炭」『通商公報』、第934号、日本外務省通商局編纂、1922年 4 月24日発行、13頁。産地、
品名と原料については見やすくするために枠を付した。
24） 「支那及香港ニ於ケル林産物市場調査書」、農商務省山林局、1923年 6 月、89頁。
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杭州炭ハ源ヲ安徽省、江西、浙江兩省界ニ發スル錢塘江流域ニ產スルモノニシテ、嚴州、
衢州、昌化及餘杭等ヲ主ナル山地集散地トス。製炭原料ハ溫州方面ト多少其ノ趣ヲ異ニシ、
樫類、栗、樫、櫟、楢其ノ他ノ雜木ニシテ、栗、樫、樫類、楢等ヨリ製炭セラレタルモノ
ヲ栗炭ト稱シ、其ノ他ノ雜木ヨリ製炭セラレタルモノヲ白炭ト稱ス。而シテ杭州ニ集ル木
炭ハ其ノ種類二、三ニ止マラス、其ノ數少カラサルモ比較的良好ナルハ嚴州方面ヨリ產出
スル西江炭、衢州方面ヨリ產スル襄袁炭、餘杭方面ヨリ產スル中簍炭及昌化方面ヨリ產ス
ル栗炭ノ四種類ニシテ、炭質ハ一律ニ論シ難キモ溫州炭ニ比シ稍遜色アルモノノ如シ。尚
之等ノ木炭ハ粗末ナル竹籠ニ入レ杭州附近ニ生產スルモノノ外、錢塘江ヲ利用シ杭州ニ運
搬セラルルモノニシテ、一簍ノ斤量ハ西江炭約三十斤、襄袁炭約四十五斤、中簍炭約三十
斤、栗炭約三十五斤ニシテ、各產地ニ依リ其ノ斤量ヲ異ニスルモ杭州市場ニ於テハ一簍斤
量如何ヲ問ハス、二簍ヲ一擔トシ、一擔ニ付、幾何ト称シ、賣買スルモノナル。25）
とあるように、杭州木炭は銭塘江流域から産出し、厳州、衢州、昌化及び余杭などの山地地域
がその主要な集散地であった。原料は温州木炭とは異なり、栗、樫、樫類、楢などの木材から
作ったものは栗炭と称され、他の雑木で作ったものは白炭と呼ばれた。杭州に集まる良質な木
炭は厳州の西江炭、衢州の襄袁炭、余杭の中簍炭及び昌化方面の栗炭の 4種類であり、温州木
炭と比較すれば多少遜色があった。
　さらに、これら 4種類の木炭の生産地に関して、1922年（大正11年）10月 9 日の『通商公報』
第988号の「支那に於ける木炭状況」には詳細に記録されている。
〔產地の模様〕產地に於ては初め炭燒主、或は其土地の有力者が雜木山を買入れ、人夫を集
めて、之を燒かしむ。人夫賃は一日十仙乃至二十仙にして、農繁期には斯業に從事する者
少しと云ふ。出來上りたるものは之を竹籠に詰め、夫々江に依り、筏又は小船にて、河口
に輸送す。河口の問屋は之を買集め、更に上海地方に輸出するものなり…杭州炭の中、栗
炭（昌化產。主に栗木を原料とす）、西江炭（嚴州產。原料栗、楢）、襄袁炭（衢州產。原
料栗木、櫟）、中簍炭（餘杭產。原料櫟、雜木）の四種は槪して品質優良にして耐久火力共
に良く日本に輸出せらるゝものなり。當地における小賣業者は問屋より仕入れたるものを
隨意に撰り分け、堅木のものを栗炭、雜木物を白炭と呼び販賣す。26）
　当時の杭州木炭の生産は、生産地当地の製造者か森林所有者が労働者を雇用し木炭を生産さ
せる形態で行われた。これについて1936年（大正25） 6 月の上海の新聞『申報』の「木炭窰、
25） 「支那及香港ニ於ケル林産物市場調査書」、農商務省山林局、1923年 6 月、93頁。
26） 「支那に於ける木炭状況」『通商公報』、第988号、日本外務省通商局編纂、1922年10月 9 日発行、 1 - 2
頁。
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炭工」に浙江省昌化県の木炭生産地の事情について詳しく報道している。
炭窰由炭商集資合造、炭窰工人亦係隨時䫜定。此種小規模資本營業、只須五百元資本卽可
獨自設窰；然設炭窰必先覓定揀炭山地位、並與山主訂立租約。炭山租價亦不昂、十里方圓
內之炭山、租價最多僅爲七十元至一百元、惟山主與炭商訂約時、山主得要求山上所有古木
菓樹及成材之樹木、限制䜤傷、此在炭商亦多樂予接受、因䜤伐大樹、工資旣大、時間又費、
且燒炭原料、其樹身以二寸五分至三寸者爲最佳、樹幹宜細、性質以堅靭爲主、大樹旣不易
煉、成炭之後、亦不耐燃、故炭商對此種樹材、並不注重。至山地租價、雖視炭山出水之遠
近而論租値、然年來炭銷不振、離水過遠之炭山、其山主竟願不收租價、以召炭商設窰採燒、
因俟樹木䜤盡、山主卽可改種六䖫食物。故租山設窰、雙方均得利益也。現在山主更有活動
辦法、自築炭窰、使炭商可隨時購料燒煉、惟最少須煉炭一百擔、山主所得利益、照每擔取
費五分計算、所以炭之原料及地租、所値皆甚微少、所重者惟在工資耳。27）
　銭塘江流域にあって杭州に近い昌化県での木炭生産事業は木炭取扱商人が安い値段で山の持
ち主と契約し、山を借り、労働者を雇用し、生産を始めさせるという形態で行われた。ただ山
にある古い木や果樹などの良材の伐採が禁止されることを契約時に木炭取扱商人が山の持ち主
と約束した。さらに、木炭販売が不振のため、山の持ち主は借り賃を収めずに無償で山を木炭
取扱商人に貸し、山にある木材が全部木炭の生産に使い尽くされた後に穀物を植えることで利
益をあげていたとされる。
　また、1922年（大正11年）10月 9 日の『通商公報』第988号の「支那に於ける木炭状況」には
杭州木炭の日本輸出に向けての荷造りの方法に関して詳細に記録している。
〔荷造〕溫州物は一籠四十五封度乃至四十八封度入なれども、杭州物は產出の地方に依りて
目方を異にし、目方の如何を問はず二俵を以て一擔と稱す。又卸賣に於ける一斤は、百六
十匁なるも小賣は百二十匁なる慣習あり…上海より日本へ輸送せらるゝ場合は、二籠をア
ンペラ、又は古麻袋を以て一袋に包み、之を市皮繩にて括るを普通とす。斯る荷造法に依
り日本へ輸出せらるゝものは、陸揚後と雖殆ど目減なく、唯積荷の模様に依り五分位粉炭
となる事ありと云ふ。28）
　このように、少なくとも1922年（大正11年）頃には、杭州木炭が上海で包装され日本に輸出
されていた。しかし、“Hangchow Trade Returns”などの中国旧海関資料に記録されている杭
27） 『申報』第341冊、上海書店影印、1983年 6 月、191-193頁。
28） 「支那に於ける木炭状況」『通商公報』、第988号、日本外務省通商局編纂、1922年10月 9 日発行、 1 - 2
頁。
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州木炭の移出量に関するデータによれば、1922年（大正11年）の移出量は僅か138担にとどま
り、日本に輸出される規模には達していないことは明らかである。そうであれば、中国旧海関
資料以外にも杭州木炭の日本輸出に関するデータが存在する可能性があると考えられる。
おわりに
　近代の東アジアとりわけ中国や日本では、木炭は日常生活における一つの重要な燃料として、
日中両国の民衆に日常的に使用されていた。明治時代において日本の木炭生産技術が発達し、
中国に木炭を輸出したこともあった29）。他方、杭州木炭は品質が優良で、種類が豊富且つ生産地
が地理的に上海に近いため、当時の日本政府に注目されていた。日本の大蔵省印刷局が刊行し
た『官報』、それに外務省の通商局が編纂した『通商彙纂』と『通商公報』などの日本政府の刊
行物には、杭州城内における木炭の使用状況と流通状況及び杭州木炭の種類と生産地に関する
情報が詳細に記録されている。
　日本政府の刊行物による杭州木炭に関する記録、それに中国旧海関資料に記されている杭州
木炭の移出量を見ると、杭州木炭は少なくとも1897-1917年、とりわけ1903-1911年における中
国の木炭生産において重要な地位を占めていることは明らかである。杭州は重要な港口として、
広大な銭塘江上流地域で産出した物資を上海に搬出し、杭州木炭の移出にも大いに役に立って
いた。そして大正期の日本では物資と労力の不足のため、中国木炭を輸入した30）ことで、杭州
木炭が注目されることになった。これに関して1922年（大正11年）10月 9 日の『通商公報』第
988号の「支那に於ける木炭状況」に「上海に輸出せらるゝもの年約三十萬擔にして、其一部は
日本に輸出せらるゝものなり…概して品質優良にして耐久火力共に良く日本に輸出せらるゝも
のなり…上海より日本へ輸送せらるゝ場合は二籠をアンペラ、又は古麻袋を以て一袋に包み、
之を市皮繩にて括るを普通とす」と記されるように、上海に移出される杭州木炭の一部が日本
に輸出されていたことがわかる。
　以上のように、日本政府の刊行物である『官報』や『通商彙纂』と『通商公報』、また
“Hangchow Trade Returns”などの中国旧海関資料によって、1903-1911年において中国各地
で生産した木炭の重要な一つとして杭州木炭は、上海に供給されたのみならず、1922年には日
本にも輸出されていたのである。31）
29） 東亜同文会編『支那経済全書』、第十輯、東亜同文會編纂局、1908年10月、315頁。
30） 『日本木炭史』、全国燃料会館、1960年 3 月、353、746頁。
31） “Hangchow Trade Returns”に記録される杭州木炭の移出量データは、1917年から急減し、1922年には
僅か138担で、日本向けの輸出の数量でないことは明らかである。今後、杭州木炭の日本輸出に関する具体
的数量と杭州木炭の日本輸出の変動とその原因を明らかにしたい。
